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司
法
書
士
の
法
律
相
談
権
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書

司
法
書
士
は
、
制
度
創
設
以
来
百
三
十
年
に
わ
た
り
、
登
記
、
供
託
、
裁
判
事
務
な
ど
の
法
的
な
問
題
に

対
す
る
相
談
に
対
応
し
て
お
り
、
全
国
的
に
は
弁
護
士
が
存
在
す
る
市
町
村
は
約
三
割
で
あ
る
の
に
対
し
約

八
割
の
市
町
村
に
お
い
て
国
民
の
身
近
な
存
在
と
し
て
業
務
を
展
開
し
て
い
る
。

司
法
書
士
は
、
平
成
十
四
年
の
司
法
書
士
法
の
改
正
に
よ
り
簡
易
裁
判
所
の
民
事
に
関
す
る
紛
争
で
あ
っ

て
紛
争
の
目
的
価
額
が
百
四
十
万
円
以
下
の
も
の
に
つ
い
て
、
相
談
に
応
じ
、
代
理
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
、
国
民
の
司
法
ア
ク
セ
ス
の
充
実
の
観
点
か
ら
司
法
書
士
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
実
に
は
、
市
町
村
の
無
料
相
談
等
に
お
い
て
、
紛
争
の
予
防
や
紛
争
回
避
の
た
め
の
幅
広
い

司
法
相
談
に
つ
い
て
応
じ
て
い
た
も
の
が
、
司
法
書
士
を
相
談
担
当
者
と
す
る
場
合
に
は
「
百
四
十
万
円
以

内
の
民
事
紛
争
に
限
る
」
と
す
る
取
扱
い
が
さ
れ
る
な
ど
、
司
法
書
士
の
相
談
業
務
が
従
前
よ
り
も
狭
め
ら

れ
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
司
法
書
士
に
よ
る
相
談
に
つ
い
て
「
百
四
十
万
円
以
内
の
民
事
紛
争
」
を
基
準
と
す
る
た

め
、
必
ず
し
も
紛
争
が
現
実
化
し
て
な
い
状
況
で
の
紛
争
予
防
、
紛
争
回
避
に
向
け
た
相
談
に
つ
い
て
も
司

法
書
士
を
排
除
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
相
談
は
受
任
の
前
段
業
務
と
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
相
談
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
司
法
書
士
の
業
務
範
囲
か
否
か
判
断
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
紛
争
の
目

的
の
価
額
に
よ
り
相
談
に
制
限
を
設
け
る
こ
と
は
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
国
民
の
司
法
ア
ク
セ
ス
の
充
実
拡
大
を
図
る
た
め
、
司
法
書

士
の
簡
易
裁
判
所
代
理
権
の
事
物
管
轄
（
百
四
十
万
円
）
に
限
定
さ
れ
な
い
「
法
律
相
談
権
」
を
確
立
す
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。
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